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※本プレスリリースはジャガー・ランドローバー社が2014 年3月2日に発表したプレスリリースの日本語訳です。

メディアインフォメーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報道解禁日時：2014年3月2日00:01（GMT）
レンジローバー・イヴォークに2つの“Autobiography”モデルが新登場

― ラグジュアリー感とパフォーマンスがさらなる高みへ ―

· ラグジュアリーの極み、“Autobiography”の名を冠したモデルがレンジローバー・イヴォークに登場

· ラグジュアリーとパフォーマンスをより高めた、2つの新型プレミアムモデル「レンジローバー・イヴォーク Autobiography**」と「レンジローバー・イヴォーク Autobiography Dynamic**」が登場
· Autobiography Dynamicは、よりシャープなハンドリングを提供する改良されたシャシーや、出力285PS/400Nmを発生する2.0リッターガソリンエンジンを搭載し、ブレーキにはアップグレードされた350mm径のフロントディスクを採用

· Autobiography Dynamicには、レスポンス性に富んだZF社製9速ATとアクティブ・ドライブラインが標準装備

· 世界初の車載用に最適化された、ランドローバーの「InControlTM Apps* 」は、車両のタッチスクリーンにスマートフォン画面を表示し、スマートフォンと同じ操作が可能に

*　ランドローバーInControlTM Appsの提供はマーケットによって異なります

** 導入モデルおよび仕様に関しては、マーケットによって異なります
2014年3月2日、英国ウォーリックシャー州ゲイドン発
ランドローバーは、高い評価を得ているレンジローバー・イヴォークの2015年ラインアップに、最上位モデルとなるラグジュアリーな「Autobiography」、パワーと俊敏性に一層の磨きがかかった「Autobiography Dynamic」という2つの象徴的な新型プレミアムモデルを投入します。

2つのAutobiographyモデルは、いっそうダイナミックなスタイルのボディに20インチの鍛造アロイ・ホイールを纏い、インテリアはプレミアムレザーで細部まで仕上げられ、ヘッドレストには“Autobiography”の文字がエンボス加工されています。Autobiography Dynamicでは、「スポーツシート」あるいは「プレミアムクライメート・シート」のいずれかをお選びいただけます。さらに、Autobiography Dynamicモデルのシャシーは、よりシャープなハンドリングを提供するために最適化が図られている一方、搭載されるレンジトップの2.0リッター・ターボチャージド・ガソリンエンジンは、このモデルのために出力とトルクが従来のレンジローバー・イヴォーク比で45PS/60Nm増強され、285PS/400Nmを発生します。また、レンジローバー・イヴォーク Dynamic全モデル向けに、新たに鮮やかなプレミアム・メタリックペイントのエクステリアカラー、「フェニックス・オレンジ」が追加されます。
ランドローバーの既存コネクテッドカー・テクノロジーを強化したランドローバーの「InControlTM Apps」もレンジローバー・イヴォーク全モデルに初搭載されます。世界初のInControl Appsを使用すると、車内用に最適化された最新のスマートフォン用アプリがタッチスクリーンに映し出しされ、普段のルック&フィールでの操作が可能です。ユーザーは、スマートフォンを専用のUSBポートに差し込むだけで、iPhoneやアンドロイドフォンをレンジローバー・イヴォークへ直接接続することが可能になります。
さらに、パークアシスト・駐車支援システム、サラウンド・カメラシステム、ブラインドスポットモニター（クロージング・ビークルモニター付）、リバース・トラフィック・ディテクション機能も2015年モデルに搭載されています。これらの機能を搭載したレンジローバー・イヴォークは、交通量の多い都市部での用途にも最適な車です。
レンジローバー・イヴォーク・Autobiographyの2モデルがジュネーブ・モーターショーにてワールドデビューを飾るにあたり、ランドローバーのプログラム・ディレクター、マーレイ・ディーチェ（Murray Dietsch）は次のように述べています。「レンジローバー・イヴォークが登場した時、革新的なエクステリア・インテリアのデザインと、比類なきオンロード・オフロード性能のユニークな融合というものを市場にもたらしました。プレミアムコンパクトSUVというカテゴリーを創出したのです。」
「ランドローバーInControlTM Appsの導入は、新たにイヴォークシリーズの最上位に位置するAutobiographyと Autobiography Dynamicの登場と相まって、レンジローバー・イヴォークの中核的な強みを昇華させ、既に成功を収めているラインアップのコネクティビティ、デザイアビリティ、ラグジュアリー、ダイナミック性能にさらなる向上をもたらしました。」

2011年の発売以来、レンジローバー・イヴォークは、その先進的なデザイン、インテリアの見事なクラフトマンシップ、俊敏なハンドリング、そしてオフロード性能の融合が評価され、157もの国際的な賞を受賞するに至っています。極めて競争力の高い価格で、パワフルかつ効率のよいガソリンおよびディーゼルエンジンのラインアップ、俊敏性を向上させる”オンデマンド“のアクティブ・ドライブライン、レスポンスと燃費に優れたZF社製9速ATなどを備えたイヴォークは、これまで世界で270,000台の販売台数を記録していますが、依然として人気を博し続けており、ランドローバー史上最速のペースで販売されているモデルです。

レンジローバー・イヴォークシリーズの最上位に位置する「Autobiography」
レンジローバー・イヴォークに、ラグジュアリーな“Autobiography”の名前を冠したモデルが初めて登場します。「Autobiography」はシリーズ最上位モデルとして、新しい「Autobiography　Dynamic」を含め、既存ラインアップの「Pure」、「Dynamic」、「Prestige」の各モデルに加わります。

これまでは、よりラグジュアリーなレンジローバーとレンジローバー・スポーツでのみ使用されてきた名称である“Autobiography”は、さらにプレミアム感を増したインテリアとエクステリアをはじめ、大型車のようなラグジュアリー感にコンパクトさと俊敏さを備えたパッケージです。

クーペまたは5ドアのボディスタイルで提供されるAutobiographyは、いっそうダイナミックなボディスタイル、ダイアモンドターンドフィニッシュの20インチ鍛造アロイ・ホイール、アトラスシルバーでハイライトされたエクステリアトリムのコンポーネントにより、いっそう魅力的になっています。これらのコンポーネントには、新設計のプレミアムグリル、フロントのロアバランス新しくなったフォグライトサラウンドが含まれます。Autobiographyのボディサイドの下部は、ボディと対照をなすサントリーニブラックで仕上げられており、地を這うような姿勢を表現する一方、宝石のような‘クリスタル’ヘッドライトとテールランプがいっそうの高級感を醸成しています。また、テールゲートとフロントフェンダーベェントを飾る “Autobiography”のインゴットバッジがエクステリアをさらに際立たせています。

Autobiographyモデルのインテリアでは、ラグジュアリーで贅沢なレザートリムが6種類のカラーパレットから選択が可能です。また、フロントのヘッドレストには“Autobiography”の文字がエンボス加工されており、 “Autobiography”の文字が照らし出される新しいイルミネーテッドトレッドプレートは、特徴ある3種類の仕上げから選択できます。
ランドローバー・デザインディレクター兼チーフクリエーティブオフィサーのジェリー・マクガバンは次のように述べています。「レンジローバー・イヴォークは、コンパクトSUVクラスモデルへの期待値を上げ、画期的なデザインと高級感あふれるインテリアで称賛を、現在に至るまで、得ています。レンジローバー・イヴォークに新たに導入されるAutobiographyは当然の進化であり、通常はより大型で高価なモデルで提供されるラグジュアリー感を、プレミアムコンパクトSUVで実現する一方、改めてお客様の琴線に触れるクルマであることを証明しています。」

Autobiographyは、レンジローバー・イヴォークのパワフルで優れた燃費の190PSディーゼルエンジン、または240PSガソリンエンジンより選択可能で、ZF社製9速ATと4WDが標準で組み合わされています。ガソリンエンジン搭載モデルではランドローバーの革新的なアクティブ・ドライブラインが仕様に含まれます。

「Autobiography Dynamic」はいっそう優れたパフォーマンスと俊敏性を提供

新しい「Autobiography Dynamic」は、これまでのレンジローバー・イヴォークの中でもっともパフォーマンスにフォーカスしたモデルです。トップレンジの2.0リッター・ターボチャージド・ガソリンエンジンは、「Autobiography Dynamic」専用にアップグレードされ、効率と俊敏性を向上させるアクティブ・ドライブラインが標準装備となっています。

直噴式のオールアルミニウム・エンジンは、285PS/400Nmを発生しますが、これは従来のレンジローバー・イヴォーク比で45PSと60Nmの大幅な増加を意味します。この性能向上に貢献したのは、新設計のシングルスクロール・ターボチャージャー、専用にキャリブレーションされたエンジンマネジメント・ソフトウェア、そして、すぐれたフロー特性と力強いサウンドを実現し、向上したハンドリングを補完するためにチューニングされた新しいスポーツエグゾーストシステムです。

ドライバーの運転の楽しみをさらに高めるAutobiography Dynamicのステアリングには、直進走行感（オンセンター感）のさらなる精度向上ために特別なチューニングが施されています。シャシーはサスペンションジオメトリが改善され、固めに設定されたスプリングレートとキャリブレーションし直されたアダプティブダンパーが、俊敏性と曲がる際の反応を向上させています。これはレンジローバー・イヴォークの素直な乗り心地に影響を与えることなく実現されています。

Autobiography Dynamicの最適化されたパフォーマンスをドライバーが安全に体験できるようにするため、ランドローバーのエンジニアチームはフロントブレーキに350mm径のディスクを採用しました。

Autobiography Dynamicのボディスタイルは、クーペと5ドアから選択可能で、向上したダイナミックなスタイリング、サテンテクニカルグレイで仕上げられた20インチの鍛造アロイ・ホイール、ディテールがサントリーニブラックで仕上げられたコンポーネントの恩恵を受けています。これらのコンポーネントに含まれるのは新設計のグリル、フロントのロアバランス、新しくなったフォグライトサラウンドです。また、“Autobiography”の文字が照らし出されるイルミネーテッドトレッドプレート、テールゲートとフロントフェンダーベントを飾る“Autobiography”のインゴットバッジ、ダークなヘッドライトとクリアなテールランプが、洗練とスポーティーを兼ね備えたエクステリアを引き立たせています。

コントラストを生み出すサントリーニブラックのルーフが標準で提供され、ボディカラーと同色のサイドトリムが視覚的に車高を低く見せ、正統派の確固とした佇まいを実現しています。このモデル専用で人目を惹くフェニックス・オレンジのプレミアムメタリックボディカラーが、レンジローバー・イヴォーク・Autobiography Dynamicの全バリエーションで初めて登場します。

Autobiography Dynamicのインテンリアでは、ダイナミックかつレザーをふんだんに使ったインテリアに、スポーツシートまたはプレミアムクライメート・シートを組み合わせ、4色のカラーより選択が可能です。フロントシートは“Autobiography”のロゴがエンボス加工され、ダッシュボードはAutobiography Dynamic独自の艶消しアルミニウムでアクセントがつけられています。

アダプティブシフトプログラム採用のZF社製9速ATは、Autobiography Dynamic向けにチューニングし直され、仮にDレンジであったとしても、ドライバーからのよりスポーティーなインプットに従来よりも機敏に反応します。その結果、ミッドレンジのパフォーマンスが大きく向上し、ドライバーの意図にシームレスで反応するギアシフトが実現しました。

トランスミッションのスポーツモードと、ステアリングホイールに取り付けられたコマンドシフトTMギアセレクターパドルは、ドライバーの希望に応じてドライバーのより直接的な操作を可能にします。

アクティブ・ドライブラインは、Autobiography Dynamicで標準装備である以外は、全レンジローバー・イヴォークモデルでオプション設定となっています。革新的なドライブライン技術であるアクティブ・ドライブラインは、必要に応じシームレスかつ自動的に4WDへ切り換えることによって、トラクションの向上、俊敏性の強化、燃費向上をもたらします。

この種の4WDシステムとしては世界初となるアクティブ・ドライブラインは、時速22マイル（約35.2キロメートル）以上の安定した走行状態の時にシームレスにフロントドライブに切り換え、リアのドライブラインからのドラッグロスを実質的に全て取り除きます。そして、状況によって、0.3秒以内に4WDシステムに自動的に戻ります。

加えて、アクティブ・ドライブラインはリアホイール間のトルク配分を最適化しつつ、両輪をロックする機能も備えています。これにより、オフロードではトラクションが向上し、挙動が落ち着く一方、オンロードではパフォーマンスの強化が実現します。

トルクベクタリング・バイ・ブレーキング（TVB）は、全輪に作用しアンダーステアを抑えます。TVBは、240PSを発生するSi4ガソリンモデル、および190PSを発生するSD4ディーゼルモデルでは従来通りオプションでの装着可能で、Autobiography Dynamicでのみ標準装備となっています。TVBはSi4およびSD4モデルではローグリップ状態で作動しますが、Autobiography Dynamicでは路面がハイグリップ状態でも作動するよう性能強化が図られており、いっそう俊敏で即応性に優れたハンドリング特性を実現しています。

ランドローバー InControlTM Apps - 車載コネクティビティの極致

レンジローバー・イヴォークは、ランドローバー「InControlTM Apps」を世界で初めて搭載するモデルです。この新しいインカーテクノロジーは、オーナーが使用しているスマートフォンと同じルック＆フィールを車内のタッチスクリーンで実現するという利便性と親和性をもたらし、レンジローバー・イヴォークの既存インフォテインメントシステムを補完します。

ランドローバー　InControlTM Appsは最新のAppleとアンドロイドのスマートフォンに対応しています。スマートフォンを専用のUBSポートに接続すれば、スマートフォンのアプリが車内用に最適化され、レンジローバー・イヴォークのタッチスクリーン上で機能します。アプリが更新されるたびに、車内にいても新しいコンテンツを使うことができます。

ジャガー・ランドローバーグループ・エンジニアリングディレクターのウルフガング・ジーバルト博士（Dr. Wolfgang Ziebart）は次のように述べています。「InControl Appsを使用すると、レンジローバー・イヴォークのセンタータッチスクリーンが、ユーザーのiPhoneやアンドロイド・スマートフォンの“第2”のスクリーンとなり、常に最新のコンテンツが入手可能となります。我々は、車載コネクティビティ技術の最先端テクノロジーを実現しているのです。さらに、ランドローバーInControlTM Appsでは、同乗者が自分のスマートフォンのコンテンツに、安全かつ効果的に車のタッチスクリーン上でアクセスすることが可能になります。慣れ親しんだアプリのDNAをもった、インカーアプリ体験を提供するというわけです。」

ランドローバーは、車内利用に完全に適したアプリを開発する世界有数のデベロッパーと協業し、InControlTM Appsの開発を行いました。対象となったアプリの例としては、衛星ナビゲーション、ミュージックストリーミング、インターネットラジオ、位置情報サービスが挙げられます。導入時点で対応可能なアプリには、iHeartRadio for Auto、Stitcher、Glympse、Sygic、Parkopedia、Hotelseeker、Cityseeker、Eventseeker、News on Board、Winston and MobileDayがあり、その種類は随時増える予定です。

さらに、接続したスマートフォンの連絡先、カレンダー、ミュージックライブラリに簡単にアクセス可能なプロダクティビティ・パッケージにも対応しています。

カスタマーオプションとしてInControl Appsを選択した場合、オーナーはApple App Store (iPhone 5およびそれ以降)またはGoogle Play Store（アンドロイド）からランドローバー・インコントロールTM アプリを自分のスマートフォンにダウンロードした後、スマートフォンを車の専用USBポートに接続します。中央のタッチスクリーン上でInControl Appsインコントロール・アプリのアイコンを選び、メニューから希望の（表示対応可能な）アプリを選択するだけでよいのです。

InControlTM Apps、および統合されてプロダクティビティ・スイートの双方があれば、多忙なユーザーは、日常生活をより効率よく計画することが可能となり、ワーク・ライフ・バランスの向上にも寄与します。
ランドローバー　InControlTM Appsは、ランドローバーのインコントロール・コネクテッドカー・テクノロジーパッケージに追加された最新機能です。インコントロール・リモートを使えば、オーナーは必要に応じて路上支援や緊急サービスを呼び出すことができます。スマートフォンアプリのインコントロール・リモートは、ユーザーが燃料の残量や走行可能距離を離れた場所にいながらにしてチェックするなど、旅行準備の際にも活用できます。また、混雑した駐車場で自分の車を見つける際にも機能を発揮し、ドアや窓を開けたままにしていないかの確認も可能です。さらに旅行の詳細情報をダウンロードすれば、出張費用の精算請求も容易に行うことができます。インコントロール・セキュアは万一車が盗難にあった際、その位置情報を追跡します。

カスタマイズ用の様々なオプションから選択が可能
レンジローバー・イヴォークは、引き続き多種多様なカスタマイズ用オプションを提供しています。例えば、iPadホルダー、コートハンガー、カーゴバリア、スタイリッシュなグロスブラックのルーフボックスなどの様々なライフスタイルアクセサリーが用意されています。さらに、インテリアとエクステリアに関しても、カーボンファイバー・エクステリアトリム・フィニッシュ、プレミアムカーペットマット、アノダイズド処理された赤いロータリー式ギアセレクターなど、カスタマイズを可能にする多くの選択肢が提供されています。

以上
エディターズノート

· ランドローバーは1948年以来、そのモデルシリーズ全体にわたり、真の意味での『幅広い性能（breadth of capability）』を象徴する本格的な4x4を造り続けてきました。ディフェンダー、フリーランダー、ディスカバリー、レンジローバー・スポーツ、レンジローバー、そしてレンジローバー・イヴォークは、それぞれが世界の4x4市場の各カテゴリーを代表するモデルです。現在、その製品は世界の約180か国で販売されています。
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◆読者からの問い合わせ先◆


ランドローバーコール（フリーダイヤル）0120-18-5568


（9：00～18：00、土日祝日を除く）





◆この件に関する報道関係者からの問い合わせ先◆


ジャガー・ランドローバー・ジャパン　マーケティング・広報部 03-5470-4242





広報写真、発行済プレスリリース、および広報資料などは


ジャガー・ランドローバー・ジャパン プレスサイトを


ご利用ください


� HYPERLINK "https://pr.jlrj.jp/" �https://pr.jlrj.jp/�


※ご利用にはユーザー登録が必要になります
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